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生徒の理解度に合わせ、補習等を実施しながら学力向上を支援する 3.3 3.2 3.3

家庭学習習慣や定期試験前学習習慣の定着を進める 3.0 2.7 3.0

資格指導・検定試験に向けての指導・支援を行う 3.6 3.3 3.6

資格・検定試験に意欲的に取り組んでいる 3.4 3.0

インターンシップや企業見学事業を充実させ進路意識を育成する 3.7 3.5 3.6

成果発表の場やさまざまな競技会に生徒を参加させ、生徒のモチベーショ
ンを高揚させる

3.4

教材や補助プリント、ICT機器を利用し、工夫した授業を行う 3.4 3.1 3.2

公開授業や生徒の授業アンケートを活用し、授業改善に努める 3.2 3.1 3.0

企業・進学説明会等の各種イベントを用いて、進路選択・決定を支援する 3.5 3.3 3.4

進学・公務員補習、就職面接指導等で個々の生徒への支援を行う 3.5 3.4 3.4

数学ティームティーチングとコース制で、生徒個々の意欲や学力を高める
支援を行う

3.4 3.2 3.3

地域におけるボランティア活動や集団活動で社会貢献を進める 3.4 3.2 3.0

実習、課題研究、卒業設計等で生徒の探究力・プレゼン力を育成する 3.5 3.2 3.3

学園祭、球技大会、委員会活動を通じて生徒の自主的な活動を支援する 3.6 3.5 3.5

スクールカウンセラーや外部専門機関と連携して支援を進める 3.5 3.3 3.7

健康観察、保健室指導、保健だより等で生徒の健康意識を育成している 3.5 3.2 3.5

教員間の情報共有や連携を図り、特別支援教育を進める 3.4

遅刻・頭髪・服装の指導を日常的・定期的に行う 3.7 3.6 3.3

挨拶指導や接遇指導を日常的・定期的に行う 3.4 3.2 3.1

自転車点検、街頭指導、実習指導、避難訓練等で安全意識を育成してい
る 3.6 3.4 3.3

綿密な計画を立て、生徒が充実感・達成感を感じるような活動にする 3.5 3.1 3.4

部活動を通じて人と協調することや規範意識を高める 3.4

各種講演会等を計画的に実施し、道徳教育を進め、人権意識の育成を行
う

3.4 3.1 3.3

ホームルーム活動や通信の発行で、啓発活動を行う 3.4 3.1 3.3

学校生活の充実 出雲工業高校に入学して良かったと思っている 3.5 3.7 A

・生徒一人一人が目標をもって学校生活が送れることが期待されますが、勉強でも部活動でも、将来就きたい仕事でも何か目標を持つように導いていただきたいと思います。
・本年度の資格取得も増えており、生徒のモチベーションの向上にもつながっていると思います。本校の特色を生かした取組が期待されます。
・仲間との関りを大切にし、日々の学校生活を楽しんでいるように感じています。

出工コンソーシアム
の構築

企業や行政など地域と連携した教育活動を行っている 3.4 A

・ 出雲市役所や企業と連携して課題研究に取り組み、環境面にしても貢献できたと思います。 ・市の環境エネルギー部との取り組みや地元企業との連携により、地域課題の把握や改善に向け、一緒に取り組めたことは生徒にとって非常に貴重な経験であったと思います。
・地域や企業の本校への信頼度もアップし、魅力化工場につながっていると思います。
・外部関係者及び協力機関とコミュニケーションを取ることできる環境は実業高校特有のものであり、今後、更に充実したものになることを期待しています。
・コンソーシアムの構築によって子どもたちの生きる力を育む取り組みでありますが、一人でも多くの子どもたちが、地域課題と向き合い社会とのかかわりの中で、住まい方、暮ら
し方など、自ら豊かさを探求し、社会に貢献できる人材の育成を図ってもらいたい。
・ものづくりを意識した学びの場が工夫されている。
・多くの企業等と連携できているのが伺える。

A

【科長会】
・各科に予算がついており、各科の進捗状況を科長会で確認する。

学習評価方法の検討 新教育課程へ向け、教育課程の検討を行っている 3.1 B

・新教育課程が始まって2年経過したが、評価に関する迷いは各教科で見られる。教科会でしっかり検討し、より良
い評価をできるようになっていかなければならない。

・評価方法は統一した基準がある方がよいと思いますが、評価によるプラス材料、マイナス材料があり、評価によって気づきや自信を与えることになります。先生方にとってはとて
も悩ましいものではありますが、評価が与える個人への影響を理解していただき、効果的な制度活用をお願いします。
・しっかりと検討を重ね、課題を明確化しより良い評価ができるようになることを期待しています。

A

【教務】
・観点別評価を５段階にする際にその妥当性を検証する必要性を感じている。各教科の意見を早
い段階で集約し、１学期の評価を出すまでに周知したい。

一日体験入学、オープンスクールや中学生保護者への説明活動を充実させている 3.6

広報誌・HP・マスメディアを活用し、広報活動を充実させている 3.3 3.2 3.0

自己評価の区分　　A：よくできている（3.2以上～4.0未満）　　　 　B：概ねできている（2.6以上～3.2未満）

　　　　　　　　　　　   C：やや不十分である（2.0以上～2.6未満）　　D：不十分である（1.0以上～2.0未満）
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基本的生活習慣の確
立

A

・遅刻頭髪服装及び登下校のマナー指導については、一定の効果があり、落ち着いた学校生活につながってい
る。頭髪・服装指導では、大半の生徒がルールを守っているが、日々の生活の中での継続指導が必要である。頭
髪・服装についての校則の見直しを行ったので、教員間の基準の統一を行っていきたい。
・自転車点検、毎月の鍵かけ運動と併せて安全意識は育成できた。自転車による交通事故が昨年度より若干増加
しており、交通マナー・ルールについて、繰り返し指導が必要である。
・(1年学年部)遅刻を繰り返す生徒に対して指導を継続していく。
・(2年学年部)一部遅刻する生徒がおり、余裕をもった行動と規則正しい生活を指導していく必要である。
・(3年学年部)頭髪・服装指導では、一部の生徒が不合格となっており、普段からの規則に沿った継続的な指導が
必要である。

・個人の個性を重んじることと、一定のルールを逸脱することは全く違うことであり、粘り強く指導していく必要があると思います。先生方にとっては、非常に指導方法にも気を遣う
時代になってきておりますが、引き続きお願いします。
・本校を訪問させていただく際、生徒からとても気持ち良い挨拶をしてもらっています。日頃の先生方のご指導の賜物だと関心しております。
・生徒の交通事故が増えてるのは心配です。通学時の安全確保のため、自転車の交通マナー・ルールは繰り返し指導していただきたいと思います。
・社会人としてのマナー。モラルが身につく取り組みが実施され、来訪したさいには、生徒から積極的に元気な挨拶があり、人間力の向上が感じられています。
・遅刻や服装に関しては意識をすれば改善できる問題ではありますが、そこが一番ハードルが高いところだと感じています。どういった声掛け、取り組みが効果があるか、教職
員、保護者で考え、実施し、意識が変わっていくことができると良いと感じています。
・基本的生活習慣の確立に向けて、一定の効果を挙げていることを評価します。特に頭髪・服装の指導において、大半の生徒がルールを守っていることは、教職員の指導力や学
校の統制力の成果だと思います。
・一朝一夕で完結するものではなく教職員が継続的に取り組む姿勢に敬意を表する。

人権教育の推進 A

・学年会の先生方のご協力により、講演会、ホームルーム活動、通信の発行を、計画的に実施できた。今後も継続
的に啓発活動を進めていく必要がある。
・(1年学年部)HR活動や学校行事を通し、クラスの仲間意識を向上させてきた。今後は、自分の良い面をさらに磨
き、他者へ伝えられる機会を増やしていきたい。
・(2年学年部)HR活動で人権問題に対して啓発活動をした。普段から、他者を思いやれるような指導をしていきた
い。
・(3年学年部)就職差別などの身近な差別を題材にした人権教育をホームルーム活動で行ったが、各々が自分の
身近な事として真剣に考えることのできる良い機会となった。

・人権教育について、様々な取組を実施されており、学校として非常に熱心に取り組んでいることがわかりました。人権教育は生涯教育でもありますので、引き続き取り組んでい
ただきたいと思います。
・生徒の意識は学校教育だけではなく、家庭での意識啓発も重要であると思います。通信の発行により、家族への意識啓発ができている点はとても評価できると思います。
・人のことを思いやることのできる指導、取り組みが積極的に実施されていると感じています。
・先生方の協力により、講演会やホームルーム活動、通信の発行など様々な手段を用いて生徒に人権意識を啓発する取り組みは、生徒の自己成長や他者への配慮を促すため
の活動が行われており評価できる。
・計画的で熱意のある指導によって人権の大切さが生徒に伝わっている。

部活動の推進 A

・制約がなくなってきてはいるが、各部が活動しやすい環境づくりを心がけたい。また、各部活動の練習計画につい
ては部活動ごとに作成をしている。生徒・保護者に対して早めに提示をして行きたい。

・部活動は、高校生活において大きなウエイトを占める活動であり、生徒の心身の成長につながる重要なものであると思います。昨今の見直しにより、活動に制約があるとは思い
ますが、生徒にとっては人生を決めるきっかけとなるものでもありますので、学校の他の活動と同様に推進していくことを期待しています。
・他校と比較しても、大会等の成績も優秀であり、今後も引き続き、生徒の活躍を支援していただきたいと思います。
・部活動指導員及び地域指導員を積極的に取り入れることで、開かれた部活動が実施され、生徒に対し適切な指導が実施されていると感じています。顧問、外部指導者が連携し
よりよい部活動指導が実施されることを今後も期待しています。
・広報を通して生徒の皆さんの活躍を目にしてうれしく思っている。

・コロナ前とほぼ同様の形式で実施できた。希望者には２講座の参加機会を提供できたことは慎重に進路を考える
手助けになったであろう。
・メディア対応も従来通りできた。
・部活動体験の充実のため、来年度は日程に工夫を加える。
・体験入学、オープンスクールを通して中学生へのPRはできている。
・今年度は残念ながらHPでの広報が十分にできてなく、反省している。
　次年度はもっとHPでの広報を充実させたい。

・一日体験入学やオープンスクールの実施が非常に効果的だと感じています。特に一日体験入学には昨年度よりかなり多く中学生の参加があり、高校への関心が高いことがうか
がえます。
・アンケートでも参考になったとの回答が大半を占め、学校のPRができていると思います。
・学習内容や普段の生徒活動などいろんな視点での学校生活をホームページなどで紹介できるとよいかと思います。
・入学者数確保に向け、試行錯誤を繰り返されながら、工夫した取り組みが実施されていると感じています。今後は小中への出前授業及び地域ボランティア、情報発信などをより
積極的に行い、工業高校の素晴らしい魅力を地域に発信していただきたいと考えています。
・工業高校が提供する教育内容や学校の特色を積極的に広報し、地域や保護者に向けて情報を発信することが重要であると考えます。学校説明会やオープンスクール、学校案
内の充実など、入学を考える生徒や保護者が学校の魅力を理解しやすい環境を整えてもらいたい。
・いろいろなアピールの場を設けられている。今後も引き続き頑張られることを期待している。
・少子化が進む中において、学校の特徴を児童生徒にわかりやすく伝えようとする努力が伺えた。

【教務】
・オープンスクールはこれまでと異なる形式で計画している。部活動の体験にしっかり時間を割くこ
とができると期待している。同時に、昨年の参加者のうちどの程度の人数が出願、受検しているか
検証し、中学生のニーズを把握したい。
【科長会】
・入学者の中にはHPの内容について詳しく調べている受検生もあり、ホームページのアップを各
科頻繁に行うようにする。
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【保健・教育相談】
・特別な支援を要する生徒について、中学校からの情報と本人・保護者の要望を丁寧に聞き取り、
校内で支援について検討していく。
・学校・福祉連携モデル事業を活用し、家庭支援の必要なケースについて本人・保護者とも支援し
ていく。
・担任や科の先生方との情報共有を大切にし、SC、I-ROOM、社会福祉士等のさまざまな専門家
との協働により安心して学びに向かえる学校づくりを進める。
【学年会】
・（１年学年会）今後も保健教育相談部などと連携して生徒面談や保護者面談を行ってく。スクール
カウンセラーやI-ROOMとの繋がりを維持し、個別の困りへの支援を継続して行う。
・（２年学年部）保健教育相談部や社会福祉士と連携しする。学年会で生徒情報を共有することで
生徒支援に生かす。
・(3年学年部)　引き続き学年会を定期的に開催し、学年の生徒情報を共有することで、生徒支援
にいかす

【生徒指導】
・】校則については教職員の共通理解を図り指導していきたい。また交通ルール・マナーの指導を
再確認し、生徒の登下校時の安全確保に努めたい。
【学年会】
・（１年学年会）遅刻や服装などの基本的生活習慣に関しては、継続して声掛けを行っていく。
・(2年学年部)卒業後を見据え、余裕をもった行動と規則正しい生活を指導を継続する。
・（３年学年部）校内の規則について継続して指導していく必要がある。また、時代に沿った規則を
検討してくことも必要である。

【人権・同和教育】
・各学年の生徒の実態や、現在起こっている人権課題を勘案したHR活動を心がける。
・教育活動全体が人権教育であることを教職員全体に改めて確認する
【学年会】
・（１年学年会）新しいクラスでの仲間作りを起点に仲間意識の向上に務めた。今後も講演会や
ホームルーム活動などを通して、他者の思いを大事にできる人間関係の構築を目指したい。
・（２年学年部）携帯電話による人権侵害や肖像権の侵害などの問題が増えている。情報リテラ
シー教育を定期的に行う必要がある。
・（３年学年部）・生徒にとっての身近な事例をあげ、普段から他者を思いやれるような指導を心掛
けた声掛けを行う。

A

A

【生徒指導】
・活動指導員、地域連携指導員、地域指導者の皆様と連携を取りながら部活動の指導に取り組ん
でいきたい。生徒・保護者への連絡を密にし、計画的な練習に取り組んでいきたい。

【教務】
・リハーサル授業は好評であったため継続実施する予定である。その際にICTの活用方法を参加
教員で協議・共有できるよう授業者に活用例の紹介を依頼する。
・授業アンケートの実施後の扱いは今後管理職と相談していきたい。
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個に応じた進路指導
の徹底

A

・ここ３年間はコロナ禍にあり、行事の縮小に伴い、進路活動が思うように進められなかったが、今年度は企業説明
会（全学年５月）、進学説明会（３年７月）を実施した。また、１、２年進路説明会（３月）（２年生は就職・進学別）を計
画している。各行事により、早期の進路選択を促している。
・３年進学補習は数学９名、英語１１名、国語１０名、理科３名が申請。結果として、国公立大学２名、私立大学１２
名、短期大学１名、各種学校２０名が合格した。また、公務員模試は、３年生で６回実施し、県警察官２名、県職員１
名、自衛隊２名が合格した。就職では、７９名が内定した。
・(1年学年部)各学期の面談など、生徒個人個人と向き合う時間を作ることができた。今後は進路に関する面談を増
やし、進路意識の涵養につなげたい。
・(2年学年部)インターンシップ、企業見学などの進路選択のために重要となる行事を実施した。個人面談を通して、
生徒の気持ちに沿った話合いをした。生徒と保護者の考えを統一させておく必要がある。
・(3年学年部)ほぼ全ての生徒が、高校卒業後の就職・進学先が決まっている。今後の目標を持てているという状態
で卒業を迎えることができた。ただ、早い段階で目標設定ができている生徒は多くなく、進路意識を高めるための指
導や行事が必要である。
・学習意欲の喚起や学力を高めるための工夫は従来通り行っているが、教員が考えている指導の在り方と、生徒
や保護者が求めている支援のあり方に開きがないか丁寧にみていく必要がある。

・コロナ禍やインフルエンザの流行などにより、学校行事も計画したとおりに実施できないことがあったと思いますが、その中でも可能な限り、生徒の進路にあたっては様々なアプ
ローチにより、ほぼすべての生徒が就職・進学先が決定していることは非常に評価できます。
・インターンシップ、企業見学などはコロナ禍では実施が困難であったと思います。生徒側はもちろん、企業側のニーズも高いことから、いろいろな選択肢を与える意味でも積極的
な実施を期待しています。
・特に就職率については、県内就職率が８割に近く、地元産業を担う人材の育成に大きく貢献されています。県外へ進学する生徒に対しても、将来Uターン就職するよう市内企業
の紹介などが引き続き重要であると考えます。
・各学年ごとに、目標を定め、生徒個人個人と向き合った進路指導が実施されていると感じています。また、前例踏襲ではなく、時代の流れ、情勢の変化に応じた取り組み方を考
え、実施されていると思います。今後は、現在継続的に実施している取り組みを評価、効果の確認を行い、つねにブラッシュアップしより良い取り組みが実施されることを期待して
います。
・コロナ禍の中でも、進路活動が縮小されることなく、企業説明会や進学説明会が実施されたことは評価されます。さらに、1年・2年生向けの進路説明会を計画している点は、生
徒の早期進路選択を促すための取り組みとして評価します。
・1年・2年・3年学年部それぞれが生徒の個別ニーズに応じた進路支援を行っていること、特に、個別面談や進路イベントの実施など、生徒一人ひとりに寄り添った指導が行われ
ていることから評価します。
・今後も、生徒の進路選択や進路意識の向上に向けた取り組みが適切に行われ、生徒一人ひとりが希望する進路を実現できるよう支援されるよう望みます。
･生徒一人一人の能力が発揮されるようきめ細やかな指導が実践されている。
・生徒に寄り添った生徒指導をしておられると感じた。全生徒が進学、就職それぞれに内定できたことは高評価。

【進路】
・各種行事に対して、生徒自身が自分事として参加できるように促したい。情報は与えられるもの
ではなく、取りに行くものであることを理解させ、自らの進路決定をより良いものにできるよう情報
提供の場を与えるようにしたい。
・就職については、超売り手市場の継続が予想される中、３年生になってから慌てることがないよ
うに１、２年生から求人票の見方など指導していきたい。
【学年会】
・（１年学年会）次年度はインターンシップなどの進路関連行事を通して、進路意識の涵養につな
げていく。その上で、生徒一人一人に寄り添った面談や指導を行っていく。
・(2年学年会）教員間での報告、連絡、相談を密にし、学年部で協力しながら生徒への進路指導を
おこなう。必要に応じて三者面談を行う。
・(3年学年部）早い段階で、進路意識を高めるられるように、面談を通しての進路相談、日頃から
声掛けをしていきたい。また、生徒の進路情報を学年部で共有し、学年としての指導に一貫性をも
たせたい。
【教務】
・年度初めに各教科でシラバスを活用しながら、1年間の学習の見通しを説明してもらうよう促す。
・多くの授業で実施されている通り、授業の初めにその時間の目標を明確にして授業を開始するこ
とをお願いする。

体験学習の推進 A

・ボランティア活動に対する予算を設け、様々な活動を下支えする態勢を整えている。生徒会や各部活動のボラン
ティア活動を支援することができた。
・課題研究では各学期の発表を設け、プレゼン力については向上している。2年生からは各自chromebookを持って
おり、プレゼン力に期待が持てる。探究力につては、1年次からの取り組みを考えていく必要がある。

・高校在籍時にボランティア活動を行うことは、住んでいる地域のためや人のためになり、生徒の自主性を育てる非常によい取り組みであると思います。プレゼン力の向上にもつ
ながりますが、とかく、自分の意見を言うことができない若者が増え、就職してから苦労する声も聞かれます。学生時代にしっかりと地域の人など学校外の人ともきちんとコミュニ
ケーションが取れる人材を育成していただきたい。
・学校行事において、生徒が自主的に考え、動く習慣を身につけることで、チームワークや協力といった社会人で必要なことが理解できると思います。
・物づくりを中心として生徒が主体となり、理想とする目標を定め、そこから現状を把握し、課題を見つけることができる取り組みが実施されている感じています。
企業等へのアポ取りや聞き取り調査なども生徒自らが実施することで、教師、クラスメイトとの関りだけでなく、外部関係者及び協力機関とコミュニケーションを取ることできる環境
は実業高校特有のものであり、今後、更に充実したものになることを期待しています。
・体験学習が一過性の体験にとどまることなく、継続的に社会貢献意識が維持されるよう、将来、企業市民として社会の共同利益のために果たす役割や意義、地域課題と向き会
う姿勢を学んでもらいたい。
・適時に適切な学習がプランニングされており、生徒の学習意欲につながっていると感ずる。

【生徒指導】
・地域の皆様と連携を取りながらボランティア活動に参加する機会を増やしていきたい。
【科長会】
・各科とも課題研究では各学期１回の発表を行い探究に関する力、コミュニケーション力の向上に
取組んでいる。また課題研究発表会での発表・展示を通しての表現力も向上させている。
・外部との連携については、定期的に各科で情報交換して状況を共有していく。

生徒支援の充実 A

・スクールカウンセラーだけでなく、I-ROOMや社会福祉士にも多くの相談を行い、連携する機会が増えた。専門的
な助言を受けながら支援が進められるようになった。
・新型コロナウイルス感染症が第５類に移行したことで、個別の健康観察は終了した。その後も昼の放送を継続す
ることで、県内の感染症流行状況や気候に応じて、必要な呼びかけを続けている。
・(1年学年部)保健教育相談部と連携して生徒面談や保護者面談を行い、生徒一人一人に向けた支援を考え、実
施してきた。また、スクールカウンセラーやI-ROOMとも繋がり、個別の困りへの支援を行った。
・(2年学年部)学年会を定期的に開催し、学年の生徒の情報を共有した。今後も継続していきたい。
・(3年学年部)学年部会を定期的に開催し、学年の生徒の情報を共有することで、生徒指導に活かした。

・近年は、様々な要因で悩みを抱える生徒が多くなってきていると思います。体調面はもちろん、精神面でのケアも必要であろうかと思います。家庭が要因となるものについては、
なかなか直接的なケアが困難だと思いますが、現在取り組んでいる支援を継続し、日頃から情報の把握に努めていただければと思います。
・この取組は多くの生徒を助けることになり、今は悩みがなくても安心感を与えることにつながると考えます。
・生徒一人一人に配慮した取り組みが実施されていると感じます。また、教員間での情報共有もしっかりとされており、問題発生時など課題解決に向け早急な対応が取られている
と感じます。
・近年、特別な支援を必要とする子供が増えている。子ども家庭庁が発足し、義務教育段階では様々な支援を医療・福祉関係機関と連携を図りながら療育環境の整備が進められ
ている。中学卒業後も切れ目のない支援が受けられるよう、関係機関との連携を図っていただきたい。取り組みとしては、保健教育相談部と連携して生徒面談や保護者面談を行
い、生徒一人一人に向けた、個別の困りへの支援が行われており評価できる。
専門家の人員配置や安心して訪れることのできる保健室経営がなされていると感ずる。

【教務】
・これまでの全校一斉の放課後学習は電車通学生を中心に不満の声が多かったため、希望者の
み参加する形式を実施する。完全無言学習室と友人との教え合いができる教室を確保する。
【学年会】
・（１年学年部）授業の資料や課題の配布などのデジタル化を促進し、個人端末を活用する機会を
増やしていく。
・（２年学年部）提出物の遅れがちな生徒については、未提出の把握に努め教科担当と連携し、放
課後に未提出課題をさせるなどの対応を行う。
・(3年学年部)　進路決定後の学習意欲維持の為に、学年会などで施策を検討後実施し、実施後も
アンケートなどを行い検証し、改善してきたい。

ものづくり教育の推
進

A

・各学科主任の協力により、進路に関わる各事業をスムーズに進めることができた。特に、２年生の県内企業見学
については天候不良により一時は中止することになったが、後日、延期という形で実施することができた。
・機械科では1年生の情報技術検定へ向けた支援を積極的に実施できた。
　機械保全、ガス溶接、アーク溶接、旋盤などの取得を目指す生徒にしっかり対応して指導に取り組んでいる。
 ・インターンシップ、企業見学、及び県外企業見学を通して充実させることができ、進路意識は大いに向上してい
る。
 ・今年は、学級閉鎖のため、いずも産業未来博での発表・展示が十分にできなかったが、発表・展示へ向けた取り
組みは積極的で生徒のモチベーションも高くなっていた。

・各学科主任の協力により、進路に関わる各事業がスムーズに進められ、高く評価される
・機械科では、情報技術検定へ向けた支援や機械保全、溶接、旋盤などの技術取得を目指す生徒への指導が積極的に行われていることから、生徒一人ひとりの目標に合わせた
サポートが行われていることが伺える。
・インターンシップや企業見学を通して、生徒の進路意識が向上していることが評価されます。特に、県外企業見学などの体験が生徒の視野を広げ、進路選択に対する理解を深
めることができていると感じました。
・学級閉鎖により、イベントへの参加が制限された状況下で、学生のモチベーションを維持し発表・展示へ向けた取り組みが積極的に行われたことは評価が高く、限られた状況で
も生徒の参加意欲や学習意欲を引き出す工夫がされてた結果ではないでしょうか
・ものづくりのための学習環境が整えられている。
・多くの見学での学びは、学習意欲に繋がっていると感ずる。生徒の将来の進路にも大きく影響することであり、引き続き、大切な学びの場としての充実を図ってほしい。

【進路】
・インターンシップや企業見学について、地元企業と協力し、より明確な意図をもって立案、実施し
ていきたい。
【科長会】
・資格検定試験について各科で検討し推進していく。ただし、ものづくりに関する資格では作業環
境、工具などの整備が必要になる場合もあるので、幅広く募集できないものもある。
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基礎学力の向上 B

・定期試験前の放課後学習を例年通り行ったが、効果は個人差が大きいように思われる。来年度は生徒の主体性
を重視した形式に変更したい。
・(1年学年部)１人１台端末を利用し、授業や課題を行うことで、効率的に学習に取り組むことが出来た。
・(2年学年部)資格取得や進路を見据え気持ちを高めていけるよう働きかけた。成績の心配な生徒については、担
当教員に夏休みの補習など実施の依頼を行った。提出物の遅れがちな生徒について、未提出の把握に努め声掛
け等を行った。クラス全体に対しての連絡も補助的にClassroomを活用し行った。
・(３年学年部)１学期は進路決定に向け、主体性をもって学習に取り組む生徒が多かったが、進路決定後は学習意欲が落ちて
いたため、学習意欲を高める行事や指導が必要である。

・放課後学習の効果について、生徒の主体性を重視された点での効果に期待します。また、生徒の学習成果にどのような影響を与えたか把握されるよう望みます。
・1年学年部における1人1台端末の利用による授業や課題の効率化では、生徒の学習への積極的な参加を促すために必要な活用策の工夫などの取り組みに期待します。
・2年学年部および3年学年部の取り組みにおいて、進路指導や学習意欲の維持に関する施策の効果や資格取得や進路に向けた支援が生徒のモチベーション向上にどの程度
貢献したか、学校関係者が施策の効果を客観的に評価し、今後の改善や新たな取り組みの方向性を検討されるよう望みます。
・多くの生徒が熱心に学習に取り組む姿を目にしている。目標をもって頑張っている、と感じている。
・生徒個々の支援が行われていていることを高く評価したい。方法の面で改善が図られることに今後も期待する。

主体的・対話的で深
い学びの推進

A

・ICTの活用が進み、生徒が授業に主体的に参加するようになった。
・通常の公開授業ではなく、教員が生徒役をするリハーサル授業を実施した。互いに新たな視点を得ることができ、
充実したものになった。参加教員のアンケート結果を見ても満足度が高かったため、来年度も実施したい。
・授業評価アンケートは各自で実施し、自己改善に努める形式であるが、管理職へ提出する必要があるかどうか検
討しなければならない。

・これらの評価観点をもとに、今後の改善や継続すべき取り組みを検討され、生徒や教員の意見を適切に取り入れながら、学校全体の教育の質の向上を図られたい。
・学びの基盤として、生徒の主体性や共に学び支え合うことを大切にされることを願っている。
・生徒の評価を大切にして授業や生活を考えておられることは素晴らしいことであると考えます。

令和５年度学校評価 島根県立出雲工業高等学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

改善策
中期経営目標 令和５年度重点目標 達成のための方策 コメント 評価

学校教育目標
人格の形成をめざし、国家及び社会の形成者としての必要な資質を養うとともに、工業に必要な基礎的・基本的な知識、技術及び技能を身に付けさせることを目標とする


